
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
現像されたフィルムが収納されたカートリッジフィルムの画像情報を読み取り手段により
光学的に読み取って電気信号に変換する写真画像処理装置において、
前記写真画像処理装置に挿入可能であり、前記カートリッジフィルムを装填可能なフィル
ムキャリアを有し、
該フィルムキャリアには、
フィルムを駆動する駆動手段と、
該駆動手段に駆動力を与える駆動源と、
該駆動源を制御するフィルム駆動制御手段と、
外部と通信を行なう通信手段と、
が備えられており、

前記フィルムキャリアを前記 に挿入した時は、前記通信手段を経由して前記フィ
ルムキャリアのフィルム駆動制御手段と通信を行なうように構成され

ことを特徴とする写真画像処理装置。
【請求項２】
前記フィルムキャリアは画像読み込み用穴部を有し、前記フィルムが前記画像読み込み用
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前記写真画像処理装置は、全体の制御を行なう制御手段と、前記フィルムキャリアを駆動
して画像情報を読み込むスキャナとで構成され、

スキャナ
ており、

前記制御手段は、前記スキャナに所定の制御指令を送ることにより、前記フィルムキャリ
アとの間で直接情報のやりとりを行なう



穴部を覆わない状態で前記読み取り手段の光源からの照射光が前記画像読み込み用穴部を
通過した時の読み取り手段の出力データをホワイトバランス調整に用いることを特徴とす
る請求項１記載の写真画像処理装置。
【請求項３】
前記写真画像処理装置は表示手段を有し、前記フィルムキャリアに保持されているフィル
ムのコマを連続的にプレスキャンして読み取り、読み取ったコマ画像情報を前記表示手段
にインデックス表示することを特徴とする請求項１ 載の写真画像処理装置。
【請求項４】

ことを特徴とする
請求項１乃至３の何れかに記載の写真画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はフィルムに記録された画像情報を読み取って表示する写真画像処理装置に関する
。
【０００２】
【従来の技術】
近年、カメラで撮影した画像を電子的ディジタル画像データに変換する写真画像処理シス
テムが用いられるようになってきている。この種のシステムでは、カメラにより撮影し、
現像されたフィルムをスキャナで読み込み、ディジタル画像データに変換し、記憶するよ
うになっているものが多い。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
一方、現像されたフィルムの形態も様々であり、例えば、最も一般的なのはＪ１３５ネガ
フィルムの場合で、６コマ毎に切断された形（以下、ピースフィルムという）でラボから
返却されたり、またＪ１３５リバーサルフィルムの場合は通常１コマ毎にマウントされた
形（以下、マウントフィルムという）となっている。また、近年発表された新写真システ
ムにおいては、現像されたフィルムがカートリッジ内に全て巻き取られた状態（以下、Ｉ
Ｘ－２４０の長巻きフィルムという）でラボから返却される等、種類も多様化の傾向にあ
る。従って、前述の写真画像処理システムの一つである写真画像処理装置においても、多
様化する写真フィルムに対応しながらも、使いやすさ、見やすい画面等、ユーザの要望に
応じた装置が求められている。
【０００４】
本発明はこのような課題に鑑みてなされたものであって、画像情報を読み取って表示手段
に表示する際に、フィルムの種類が ＩＸ－２４０の長巻きフィルムである場合に、
画像処理を効率よく行なうことができる写真画像処理装置を提供することを目的としてい
る。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
（１）　前記した課題を解決する本発明は、現像されたフィルムが収納されたカートリッ
ジフィルムの画像情報を読み取り手段により光学的に読み取って電気信号に変換する写真
画像処理装置において、前記写真画像処理装置に挿入可能であり、前記カートリッジフィ
ルムを装填可能なフィルムキャリアを有し、該フィルムキャリアには、フィルムを駆動す
る駆動手段と、該駆動手段に駆動力を与える駆動源と、該駆動源を制御するフィルム駆動
制御手段と、外部と通信を行なう通信手段と、が備えられており、

前記フィルムキャリアを前記 に挿入した時は、前記通
信手段を経由して前記フィルムキャリアのフィルム駆動制御手段と通信を行なうように構
成され
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又は２記

前記フィルムキャリアの一部を外部に突出されるように駆動し、前記フィルムキャリア内
のカートリッジを交換できる位置で停止させるイジェクト機能を有する

例えば

前記写真画像処理装置
は、全体の制御を行なう制御手段と、前記フィルムキャリアを駆動して画像情報を読み込
むスキャナとで構成され、 スキャナ

ており、前記制御手段は、前記スキャナに所定の制御指令を送ることにより、前記



ことを特徴としている。
【０００６】
この発明の構成によれば、フィルムキャリアに通信機能とフィルムの巻き上げ機能を持た
せることによりカートリッジの装填性を向上し、処理手段により処理された画像情報を効
率よく表示手段に表示することが可能となる。
【０００７】
（２）　　この場合において、前記フィルムキャリアは画像読み込み用穴部を有し、前記
フィルムが前記画像読み込み用穴部を覆わない状態で前記読み取り手段の光源からの照射
光が前記画像読み込み用穴部を通過した時の読み取り手段の出力データをホワイトバラン
ス調整に用いることを特徴としている。
【０００８】
この発明の構成によれば、フィルムキャリアに形成されている画像読み込み用穴を利用し
てプレスキャン前にホワイトバランスをとることができるので、フィルムキャリアの構造
を小型かつ簡単なものとすることができる。
【０００９】
（３）　　また、前記写真画像処理装置は表示手段を有し、前記フィルムキャリアに保持
されているフィルムのコマを連続プレスキャンして読み取り、読み取ったコマ画像情報を
前記表示手段にインデックス表示することを特徴としている。
【００１０】
この発明の構成によれば、フィルムを連続的にプレスキャンすることにより、読み取った
コマ画像情報を表示手段にインデックス表示することが可能となる。
【００１２】

　更に、前記フィルムキャリアの一部を外部に突出されるように駆動し、前記フィ
ルムキャリア内のカートリッジを交換できる位置で停止させるイジェクト機能を有するこ
とを特徴としている。
【００１３】
この発明の構成によれば、フィルムキャリアをスキャナに装着した状態でカートリッジを
交換することができ、都合がよい。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態例を詳細に説明する。
図１は本発明の一実施の形態例の電気的構成例を示すブロック図、図２は本発明の一実施
の形態例の機械的構成例を示す図である。図２は透過図を示している。この実施の形態例
では、写真画像処理装置はフィルムに記録されている画像情報を読み取るスキャナ部３０
と、画像情報を表示すると共に全体の動作の制御を行なうパソコン（パーソナルコンピュ
ータ）部６０と、スキャナ部３０に装填されるキャリア４０より構成されている。
【００１５】
図２において、４０はＩＸ－２４０の長巻きフィルム（新写真システム用のフィルム）を
格納しスキャナ内に挿入されるフィルムキャリア（以下単にキャリアという）である。同
図には、キャリアの外観図と、キャリアがスキャナに挿入された状態を示す。該キャリア
４０は、図に示すようにカートリッジ形状をしており、データ通信機能とフィルムの巻き
上げ、巻き戻し機能を具備している。３０はスキャナ、３１はスキャナ３０内に設けられ
たキャリア挿入口である。３２はスキャナ３０内に設けられたキャリア４０を装着して移
動するステージである。
【００１６】
４１はキャリア４０の側面に形成されたラック，３３はスキャナ３０内に設けられたプレ
スキャン駆動ギア（ピニオン）で、これらラックとピニオンとでラックアンドピニオン歯
車を構成している。３４はスキャナ３０に取り付けられたフィルムのコマを照射するラン
プ、３５は該ランプ３４によりフィルムを透過した画像情報を反射するミラー、３６は該
ミラー３５の反射光を集束するレンズ、３７は該レンズ３６により集束される光信号を受
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フィルムキャリアとの間で直接情報のやりとりを行なう

（４）



けて、電気信号に変換するＣＣＤである。前記ランプ３４はＲ，Ｇ，Ｂ毎に設けられてお
り、ＣＣＤ３７は順次切り換えられるランプに応じてＲ，Ｇ，Ｂ毎に対応した色情報を受
ける１個のモノクロ用のラインＣＣＤである。そして、ステッピングモータで１ステップ
コマを送る毎に、先ずＲ照射で色情報を読み込み、次にＧ照射で色情報を読み込み、次に
Ｂ照射で色情報を読み込むという処理を繰り返すものである。
【００１７】
キャリア４０には、現像済みフィルムが入ったカートリッジ４２が装填され、駆動機構に
より１コマずつコマ送りすることができるようになっている。図１に示す装置は、スキャ
ナ部３０と制御手段としてのパーソナルコンピュータ（以下、パソコンという）部６０よ
り構成されている。スキャナ部において、１は全体の動作を制御するＣＰＵである。ＲＸ
Ｄ，ＴＸＤはキャリア４０と接続されるデータ通信用の通信端子で、ＣＰＵ１に接続され
ている。２はＡＣ電源から回路に供給する電源を作る電源回路で、該電源回路２をオンに
するためのスイッチＳＶ　が設けられている。ＳＷ１はＣＰＵ１をリセットするリセット
スイッチである。
【００１８】
４はパソコン６０との間でデータのやりとりを行なうデータ通信部で、例えばＳＣＳＩイ
ンタフェースが用いられる。３７はフィルムからの画像情報を読み取って電気信号に変換
するＣＣＤ、５は該ＣＣＤ３７を駆動するＣＣＤドライバである。ＣＣＤ３７としては、
図２に示すようにラインＣＣＤが用いられる。６はＣＣＤ３７より読み取った画像信号を
ディジタル画像データに変換するＡ／Ｄ変換回路である。
【００１９】
３４はフィルムを照射するランプ、７は該ランプ３４を駆動するランプドライバである。
該ランプドライバ７はＣＰＵ１と接続され、Ｒ，Ｇ，Ｂ毎に設けられたランプ３４を駆動
するようになっている。８は前記ラックアンドピニオン機構を駆動する第１のステッピン
グモータ（ＳＭ１）、９はステージ３２を駆動する第２のステッピングモータ、１０はこ
れらステッピングモータ８，９を制御するステッピングモータドライバである。
【００２０】
１１はキャリアの位置を検知する第１の検知回路Ａである。該検知回路１１はキャリア４
０をスキャナ３０に挿入した時に、初期位置の設定を行なうためのものであり、例えばフ
ォトリフレクタ（Ｐ／Ｒ）が用いられる。
【００２１】
パソコン６０部において、２０は全体の動作の制御を行なうＣＰＵ、２０ａは該ＣＰＵ２
０内に設けられた読み取った画像データを記憶するメモリである。該メモリ２０ａには、
表示手段に表示するプレスキャンで読み取ったフィルムの表示コマ数と、１コマ当たりの
解像度データが予め記憶されている。２１はスキャナ部３０とデータのやりとりを行なう
ためのデータ通信部、２２はＣＰＵ２０に各種の操作を指令する操作部で、例えばキーボ
ードやマウス等が用いられる。２３はフィルムから読み込んだ画像を記憶するビデオメモ
リ、２４は該ビデオメモリ２３に記憶されている画像データを表示する表示手段としての
ＣＲＴである。このように構成された装置の動作を説明すれば、以下の通りである。
【００２２】
先ず、キャリア４０の構成・動作について説明する。
図３はキャリア４０の電気的構成例を示すブロック図である。このユニットは、スキャナ
３０内に挿入されることにより、キャリア４０とスキャナ３０は接点を介して接続され、
スキャナ３０からパワーが供給されるようになっている。図のＶＤＤとＧＮＤ端子がそれ
である。図において、５０は全体の動作を制御するＣＰＵ、５１は該ＣＰＵ５０に動作ク
ロックを与える発振回路、５２はコマ送りする時にフィルムのパーホレーションを検出す
る第１の検知回路、５３はフィルムの終了位置を検知する第２の検知回路である。５４は
ＣＰＵ５０からの制御信号を受けるモータドライバ、５５は該モータドライバ５４により
駆動され、フィルムの巻き上げ、巻き戻しの駆動源となるＤＣモータである。ＲＸＤ，Ｔ
ＸＤはスキャナ３０内のＣＰＵ１（図１参照）と接続され、情報のやりとりを行なう通信
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端子である。このように構成された装置の動作を説明すれば、以下の通りである。
【００２３】
先ずカートリッジ４２が装填されたキャリア４０をスキャナ３０に装着すると、初期位置
設定動作により図５の（ｂ）の状態となって、キャリア４０にパワーが供給されるように
なる。これにより、ＣＰＵ５０はモータドライバ５４に制御信号を送り、ＤＣモータ５５
を回転させる。この結果、カートリッジ４２からフィルムが繰り出され、フィルムは他端
に向けて伸びていく。そして、ＤＣモータ５５により巻き取りスプールを回転させ、フィ
ルムを巻き取る。第１の検知回路５２により最初の１コマ目が所定の初期位置に到達した
ことを検知すると、ＣＰＵ５０は初期設定動作を終了する。プレスキャン動作に入ると、
通信端子を介してスキャナ側ＣＰＵ１から設定コマ数等の情報を受け取る。第１の検知回
路５２はフィルムのパーホレーションを検知し、ＣＰＵ５０は該検知回路５２の出力を用
いて、コマ位置から次のコマ位置までのコマ送り動作を制御する。
【００２４】
（１）　ホワイトバランス調整
図４はホワイトバランス調整動作を示すフローチャート、図５，図６はホワイトバランス
調整動作の説明図である。図５において、１１ａは検知センサとしてのフォトリフレクタ
、３７はＣＣＤ、３８は画像読み込み用穴である。オペレータは、キャリア挿入口３１か
らキャリアを挿入する。検知回路１１の一部である検知センサであるフォトリフレクタ（
Ｐ／Ｒ）１１ａがキャリアが挿入されたかどうかを検知する（Ｓ１）。フォトリフレクタ
１１ａがキャリアの挿入を検知すると、ステッピングモータ８を駆動してラックアンドピ
ニオン機構によりキャリア４０を初期位置まで後退させる（Ｓ２）。そして、フォトリフ
レクタ１１ａの検出出力があるかどうかチェックする（Ｓ３）。フォトリフレクタ１１ａ
の出力が無くなると、基準位置に到達したことになるので、ＣＰＵ１はキャリア４０を停
止させる（Ｓ４）。図５の（ｂ）はキャリア４０が停止した状態を示している。この状態
でカートリッジの通信端子はスキャナ部３０と接続される。
【００２５】
次に、キャリア４０が停止した状態で、ＣＰＵ１は通信確認を行なう（Ｓ５）。この通信
確認は、キャリア４０とスキャナ３０との間で通信端子ＲＸＤ，ＴＸＤ（キャリア，スキ
ャナの双方が具備している）を利用して通信が可能であるかどうかチェックするものであ
る。通信不可の場合には、ＮＧ表示を行なう。通信が可能な場合には、ユーザはパソコン
６０部の操作部２２よりプレスキャンスタートボタンを押して、プレスキャンを開始する
（Ｓ６）。
【００２６】
プレスキャン開始ボタンが押されると、この情報は、データ通信部２１からスキャナ部の
データ通信部４を介してＣＰＵ１に通知される。ＣＰＵ１は、ステージ駆動用のステッピ
ングモータ９を駆動して、ステージ３２を所定量だけ前進させる（Ｓ７）。図５の（ｃ）
はキャリア４０が所定量だけ前進して、画像読み込み用穴３８がＣＣＤ３７の真上の位置
まで来た状態を示している。この状態で、ランプ３４を点灯して、ＣＣＤ３７を照射し、
ＣＣＤ３７の出力を読み取る。この状態で、ＣＣＤ３７のホワイトバランス調整（ランプ
出力調整及びシェーディング補正）を行なう（Ｓ８）。具体的には、ＣＣＤ３７で読み取
られた光情報データは、Ａ／Ｄ変換回路６でディジタル画像データに変換された後、デー
タ通信部４からパソコン６０部のＣＰＵ２０に通知される。ＣＰＵ２０は、ＣＣＤ３７の
出力データを受信して、ホワイトバランス調整動作を行なう。このように、本発明によれ
ば、画像読み込み用穴３８を利用して、プレスキャン前にホワイトバランス調整を行なう
ことができ、しかもフィルムキャリアの構造を小型かつ簡単なものとすることができる。
【００２７】
ホワイトバランス調整が終了すると、ＣＰＵ１はステッピングモータ９を駆動して、ステ
ージ３２を所定量だけ後退させ、基準位置に持ってくる（Ｓ９）。図６の（ｄ）は基準位
置状態を示している。次に、キャリア４０内のＣＰＵ５０は、ＤＣモータ５５を駆動し、
フィルムのオートロード（巻き上げ）を行なう（Ｓ１０）。図６の（ｅ）はフィルムの巻
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き上げ状態を示し、（ｆ）は画像読み込み用穴３８に１コマ目のフィルム画像がはまり込
み、画像読み込み状態にあることを示す。この状態で、ＣＰＵ１はプレスキャンを行なう
（Ｓ１１）。
【００２８】
（２）　プレスキャン
図７はキャリアのプレスキャン動作を示すフローチャートである。ＩＸ－２４０フィルム
（新写真システム用のフィルム）は、最大４０コマあるので、先ずプレスキャンするコマ
数Ｍをオペレータが操作部２２から入力する（Ｓ１）。次に、プレスキャンを行なうかど
うかをチェックし、操作部２２からスキャン開始を指令すると、プレスキャンモードとな
る（Ｓ２）。
【００２９】
この場合には、先ず定数ｎを１に初期値設定する（Ｓ３）。次に、ｎが奇数かどうかチェ
ックする（Ｓ４）。新写真フィルムの場合には、順方向スキャンと逆方向スキャンを順次
繰り返しながら、所定のコマ数を粗い分解能で読み込むようになっている。コマ数が奇数
の場合には、ＣＰＵ１はステージ３２をステッピングモータ９を駆動することにより、順
方向（図７の左→右方向）に移動しながらコマ画像情報をＣＣＤ３７で読み込む（Ｓ５）
。この時にはステージ３２が移動する。読み込まれた画像データは、データ通信部４を介
してパソコン６０部へ送られ、ＣＰＵ２０内のメモリ２０ａに格納される（Ｓ６）。次に
、キャリア４０は１コマ分巻き上げる。
【００３０】
ステップＳ４において、該当コマが偶数である場合、ＣＰＵ１はステージ３２を今度は逆
方向（右→左）に移動させてＣＣＤ３７でコマ画像情報を読み込む（Ｓ７）。読み込まれ
た画像データは、データ通信部４を介してパソコン６０部へ送られ、ＣＰＵ２０内のメモ
リ２０ａに格納される（Ｓ８）。コマ画像情報の１コマの読み込みが終了したら、ＣＰＵ
１はｎ＝Ｍになったかどうかチェックする（Ｓ９）。ｎ＝Ｍとなった時には、指定された
全てのコマ数の読み込みが終了したことになるので、プレスキャンを終了する。ｎ≠Ｍの
場合には、まだ全てのコマの読み込みが終了していないので、ＣＰＵ１はステージ３２を
駆動して１コマ巻き上げを行なう（Ｓ１０）。次に、ｎを１だけ更新した後（Ｓ１１）、
ステップＳ４に戻り、次のコマの読み込みを開始する。このような操作を繰り返してＩＸ
－２４０フィルムで連続プレスキャンを行なう。この実施の形態例によれば、フィルムを
連続的にプレスキャンすることにより、読み取ったコマ画像情報を表示手段にインデック
ス表示することが可能となる。
【００３１】
（３）　ＣＲＴへのコマ画像表示
メモリ２０ａへのコマ画像データの取り込みが終了した後、ＣＰＵ２０は読み込んだコマ
画像をＣＲＴ２４にインデックス表示する。図８はＣＲＴの画像の表示状態を示す図であ
る。図に示すように１画面当たり９コマのインデックス表示を行なう。ＣＲＴ２４の分解
能は、縦４８０ドット、横６４０ドットであり、これに対してインデックス表示されるコ
マ画像の解像度は、画像以外の表示領域及びレイアウト上のすきま等を考慮して１１０×
２００ドット程度となり、読取解像度は約１７０ｄｐｉとなる。
【００３２】
従来、表示部への表示コマは１コマ毎にオペレータが行なっていた。複数のコマの中から
、希望のコマを表示部に表示させるのには、特に現像フィルムがネガフィルムであった場
合に該当コマを選択するには熟練が必要であった。複数コマを表示部に表示させる意味は
、以下の通りである。例えば、ネガフィルムの場合、とりあえず早くポジ画像にしてオペ
レータにどのコマを本スキャンしたいのかを知らせる必要がある。それと、画面は小さく
てもよいから、インデックス表示してどのような画像が写っているかをオペレータに知ら
せる必要がある。ＩＸ－２４０の長巻きフィルムの場合には、ネガフィルムがカートリッ
ジに巻き取られているので、そのままの状態では、画像を見ようにも見れない。そこで、
どのような画像が記録されているかをオペレータに早く見せてやるという必要がある。た
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だし、ＩＸ－２４０の記録コマ数である４０コマ全部表示することは、１コマ当たりのコ
マがあまりにも小さくなってしまうので実用的ではない。そこで、撮影したコマ画像デー
タを早く見たいという要求と、ＣＲＴに１回の操作でできる限り多くのコマ数を必要十分
な解像度で表示したいという要求との妥協点として、前記したような１画面当たりの９コ
マの画像を表示するようにしたものである。
【００３３】
一方、（ｃ）に示すＩＸ－２４０のフィルムの場合、最大４０コマあるので、１回の表示
では、全てのコマ数を表示しきれない。そこで、ＣＰＵ２０はこの場合のコマ数を頁で管
理している。頁とコマの関係は以下の通りである。
【００３４】
１頁目　　１～９
２頁目　　　　１０～１８
３頁目　　　　１９～２７
４頁目　　　　２８～３６
５頁目　　　　３７～４０
このように、ＣＰＵ２０はＣＲＴ２４に希望の頁数を選択するメッセージ情報を表示させ
、希望の頁をオペレータが操作部２２から入力することにより、希望の頁のインデックス
画像がＣＲＴ２４に表示される。なお、このような操作をとらなくても、スクロール操作
を行なうことにより、１頁から順次インデックス画像を表示させるようにすることもでき
る。
【００３５】
（４）　キャリアとパソコンとの間の直接通信
上述の実施の形態例では、キャリア４０とパソコン（ＰＣ）６０とはスキャナ３０を介し
て情報のやりとりを行なう場合を例にとった。しかしながら、本発明はキャリア４０とパ
ソコン６０との間の直接通信が可能である。図９は本発明の信号のやりとりの説明図であ
る。パソコン６０と、スキャナ３０と、キャリア４０との間の関係を示している。通常の
スキャンにおいては、パソコン６０から各制御命令（Ａ～Ｘ）により、パソコン６０がス
キャナ３０をコントロールし、それに対する戻り値（ａ～ｘ）をスキャナ３０がパソコン
６０に戻すことにより、パソコン６０によりスキャナ３０を制御するようになっている。
【００３６】
このような制御命令コードと、その戻り値は例えば４ビットを用いて構成することができ
る。例えば、命令コード“Ａ”は“００００”、命令コードＢは“０００１”、命令コー
ドＣは“００１０”という具合である。戻り値も、同様に４ビットを用いて構成すること
ができる。この制御命令のうち、“Ｘ”は、キャリア制御命令であり、図１０に示すよう
な流れにより、スキャナ３０が介在せずにパソコン６０はキャリア４０の直接制御が可能
である。キャリア制御命令コードとしては、例えば“１１１１”が用いられる。
【００３７】
先ず、パソコンからスキャナに向けて、キャリア制御命令“Ｘ”をスキャナに与える。こ
れに対してスキャナでは、この命令“Ｘ”がキャリア制御命令であることを認識すると、
以降の制御を行なわない旨の戻り値“ｘ”をパソコンに返す。これにより、以降、パソコ
ンとキャリアとの間で直接通信が可能となる。例えば、パソコンからキャリアの制御命令
である“あ”を発行すると、この制御命令はスキャナで受け取られ、該スキャナはこのコ
ードをそのままキャリアに送る。キャリアは、この命令を受けて、このコードに対する動
作を行ない、動作終了後、この動作に対する戻り値“ア”をそのままスキャナに返す。ス
キャナは、受け取った戻り値“ア”をそのままパソコンに返す。
【００３８】
図１１はキャリア制御命令コードと、キャリアの戻り値を示す図である。これらキャリア
制御命令コードと戻り値も、例えば４ビットを用いて構成することができる。制御コード
“あ”はオートロード実行命令、“い”は１コマ巻き上げ命令、“う”は１コマ巻き戻し
命令、“え”は巻き込み実行命令、“お”はバージョンナンバ要求命令である。これに対
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して、キャリアから返される戻り値は、“ア”が正常終了情報、“イ”が異常終了（タイ
ムオーバ）情報、“ウ”が異常終了（動作異常）情報である。なお、命令系統を元の状態
に復帰させる場合には、パソコンからスキャナに向けて復帰命令コード、例えば“Ｑ”を
与える。スキャナは、この命令コードを受けると、戻り値“ｑ”をパソコンに返し、以下
パソコン６０とスキャナ３０との通信が開始されることになる。このように、本発明によ
れば、制御手段としてのパソコンとフィルムキャリアとの間で情報のやりとりを行なうこ
とが可能となり、仕様を変更した時にも、スキャナを変更する必要がなくなる。
【００３９】
（５）　カートリッジの装填
本発明によれば、キャリアをスキャナに装着した状態で、カートリッジを交換することが
可能である。図１２はカートリッジ交換の説明図である。プレスキャン等により画像を読
み込む場合には、（ａ）に示すように、カートリッジ４２はスキャナ３０内に隠れる。こ
れに対して、イジェクト時には（ｂ）に示すように、イジェクト機能によりカートリッジ
４２はスキャナ３０より外側にはみ出る。そこで、（ｂ）に示す状態で、キャリア４０の
カートリッジ部の蓋を開けることにより、装填されていたカートリッジ４２を取り外し、
新しいカートリッジを装填することができる。このように、本発明によれば、フィルムキ
ャリアをスキャナに装着した状態でカートリッジを交換することができ、都合がよい。
【００４０】
上述の実施の形態例では、スキャナ部とパソコン部とを分離した形態のものについて説明
したが、本発明はこれに限るものではなく、スキャナ部とパソコン部とが一体化されてい
るものであってもよい。
【００４１】
【発明の効果】
（１）　以上、詳細に説明したように、本発明によれば、現像されたフィルムが収納され
たカートリッジフィルムの画像情報を読み取り手段により光学的に読み取って電気信号に
変換する写真画像処理装置において、前記写真画像処理装置に挿入可能であり、前記カー
トリッジフィルムを装填可能なフィルムキャリアを有し、該フィルムキャリアには、フィ
ルムを駆動する駆動手段と、該駆動手段に駆動力を与える駆動源と、該駆動源を制御する
フィルム駆動制御手段と、外部と通信を行なう通信手段と、が備えられており、

前記フィルムキャリアを前記 に挿入した
時は、前記通信手段を経由して前記フィルムキャリアのフィルム駆動制御手段と通信を行
なうように構成され

行なうこ 、フィルムキャ
リアに通信機能とフィルムの巻き上げ機能を持たせることによりカートリッジの装填性を
向上し、処理手段により処理された画像情報を効率よく表示手段に表示することが可能と
なる。
【００４２】
（２）　　この場合において、前記フィルムキャリアは画像読み込み用穴部を有し、前記
フィルムが前記画像読み込み用穴部を覆わない状態で前記読み取り手段の光源からの照射
光が前記画像読み込み用穴部を通過した時の読み取り手段の出力データをホワイトバラン
ス調整に用いることにより、フィルムキャリアに形成されている画像読み込み用穴を利用
してプレスキャン前にホワイトバランスをとることができるので、フィルムキャリアの構
造を小型かつ簡単なものとすることができる。
【００４３】
（３）　　また、前記写真画像処理装置は表示手段を有し、前記フィルムキャリアに保持
されているフィルムのコマを連続プレスキャンして読み取り、読み取ったコマ画像情報を
前記表示手段にインデックス表示することにより、フィルムを連続的にプレスキャンする
ことにより、読み取ったコマ画像情報を表示手段にインデックス表示することが可能とな
る。
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前記写真
画像処理装置は、全体の制御を行なう制御手段と、前記フィルムキャリアを駆動して画像
情報を読み込むスキャナとで構成され、 スキャナ

ており、前記制御手段は、前記スキャナに所定の制御指令を送ること
により、前記フィルムキャリアとの間で直接情報のやりとりを で

また、仕様を変更した時にも、スキャナを変更する必要がなくなる。



【００４５】
　更に、前記フィルムキャリアの一部を外部に突出させるように駆動し、前記フィ

ルムキャリア内のカートリッジを交換できる位置で停止させるイジェクト機能を有するこ
とにより、フィルムキャリアをスキャナに装着した状態でカートリッジを交換することが
でき、都合がよい。
【００４６】
このように、本発明によれば、画像情報を読み取って表示手段に表示する際に、フィルム
の種類がＩＸ－２４０ 長巻きフィルムである場合に、画像処理を効率よく行な
うことができる写真画像処理装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態例の電気的構成例を示すブロック図である。
【図２】本発明の一実施の形態例の機械的構成例を示す図である。
【図３】キャリアの電気的構成例を示すブロック図である。
【図４】ホワイトバランス調整動作を示すフローチャートである。
【図５】ホワイトバランス調整動作の説明図である。
【図６】ホワイトバランス調整動作の説明図である。
【図７】キャリアのプレスキャン動作を示すフローチャートである。
【図８】ＣＲＴへのコマ画像表示例を示す図である。
【図９】本発明の信号のやりとりの説明図である。
【図１０】本発明による通信プロトコルの説明図である。
【図１１】キャリア制御命令コードとキャリアの戻り値を示す図である。
【図１２】カートリッジ交換の説明図である。
【符号の説明】
１　ＣＰＵ
２　電源回路
４　データ通信部
５　ＣＣＤドライバ
６　Ａ／Ｄ変換回路
７　ランプドライバ
８　ステッピングモータ
９　ステッピングモータ
１０　ステッピングモータドライバ
１１　検知回路
２０　ＣＰＵ
２０ａ　メモリ
２２　操作部
２３　ビデオメモリ
２４　ＣＲＴ
３４　ランプ
３７　ＣＣＤ
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（４）

等のような



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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